
1
2

検査の方法

体長・体重測定

こんな風に検出
されるんだにゃ～
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水産物の受入れ
各地で水揚げされた
水産物を受け入れ、
産地と種名を確認

5
分析と解析

可食部１kg当たりの
放射性物質濃度(Bq/kg)が
測定結果として求められます

3 ミンチ調製
水産物の可食部
（主に筋肉）を細かく
ミンチ状にします

4 分析容器への充填

測定結果の例

きちんとした過程を踏んで、
検査されているのね。

〈注〉
Cs134でもエネルギー
に差があるので、複数
のピークが出てくる
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※検出限界未満については、巻末のコラムで詳しく説明します。

福島県以外

福島県 100Bq/kg超

100Bq/kg以下

総検体数：78,691検体
100Bq/kg超の検体数：2,101
100Bq/kg以下の検体数：76,590

総検体数：93,320検体
100Bq/kg超の検体数：177
100Bq/kg以下の検体数：93,143

令和6年1月31日時点

超過率
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海産種の放射性セシウム濃度

海産種の放射性セシウム分析の状況
　原発事故直後、基準値(100Bq/kg)を超える検体が福島県では約3割確認されま
したが、その後、基準値を超えるものは時間の経過とともに減少しています。福島県で
は平成27年度以降、基準値超過は４検体のみになっております。福島県以外では平
成26年9月以降、基準値を超過したものはありません。

海産種の放射性セシウム濃度の変化
　事故直後には現在の基準値（100Bq/kg）を超える検体もみられましたが、時間の
経過とともに放射性セシウム濃度は速やかに減少し、現在ではごくまれに基準値を超
えるものがでますが、ほとんどは検出限界未満です。
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福島県以外

福島県 100Bq/kg超

100Bq/kg以下

令和6年1月31日現在

総検体数：8,860検体
100Bq/kg超の検体数：375
100Bq/kg以下の検体数：8,485

総検体数：19,293検体
100Bq/kg超の検体数：372
100Bq/kg以下の検体数：18,921
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※検出限界未満については、巻末のコラムで詳しく説明します。

イワナ（天然）
ヤマメ（天然）

淡水魚の例（天然イワナ、天然ヤマメ）

淡水魚の例（養殖イワナ、養殖ヤマメ） イワナ（養殖）
ヤマメ（養殖）
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淡水種の放射性セシウム濃度

淡水種の放射性セシウム分析の状況
　原発事故直後には基準値(100Bq/kg)を超えるものが多かったものの、基準値を
超える検体数は時間の経過とともに減少しています。

主な淡水種の放射性セシウム濃度の変化
　淡水種は海産種に比べてエサなどから体内に取り込んだ塩類（ナトリウムやカリウ
ム等）を排出しにくい傾向があります。セシウムは、生命を維持するために必要不可欠
な塩類であるカリウムと非常に似た性質のため、同じく排出されにくくなっています。
　一方で、養殖イワナ、ヤマメは管理された配合餌料を与えて育てられるため、基準値
を超える放射性セシウムが検出された例はありません。

基準値を超える検体は
だんだん減っているんだにゃ～
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